
浜
松
市
建

国
記
念
の
日

奉
祝
式
典
が
、

２
月
11

日
ア

ク
ト
シ
テ
ィ

浜
松
中
ホ
ー

ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、

約
千
人
の
市

民
が
参
加
し
、

国
歌
や
奉
祝

歌
を
歌
い
、

建
国
記
念
の

日
を
祝
っ
た
。

隊
友
会
浜
松

支
部
か
ら
は

支
部
長
以
下

34
名
の
隊
友

が
会
場
で
の

案
内
、
保
安

警
備
、
場
内

整
理
・
誘
導
、

来
賓
の
接
待
、
救
護
、

記
録
写
真
撮
影
、
会

場
設
営
等
を

担
当
し
、
式

典
の
運
営
に

大
き
く
貢
献

し
た
。
来
年

も
多
く
の
隊

友
の
協
力
参

加
を
お
願
い

し
ま
す
。

３
月
４
日
（
日
）

「
佐
鳴
湖
を
き
れ
い

に
す
る
会
」
主
催
の

「
佐
鳴
湖
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
に
浜
松
支
部

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
た
。
本
作
戦

に
参
加
し
た
隊
友
等

は
次
の
と
お
り
。

（
順
不
動
）
佐
貫
武

臣
、
春
名
正
徳
、
松

下
泰
男
、
中
村
重
徳
、

内
山
好
夫
、
寺
阪
光

男
、
鈴
木
誠
一
、
奥

田
義
政
、
林
吉
介
、

安
藤
正
俊
、
谷
地
光

二
、
畦
地
紀
夫
、
羽

部
博
之
、
新
田
満
、

山
口
泰
成
、
田
代
直
、

山
口
芳
則
、
稲
田
文

男
、
源
馬
謙
太
郎
、

山
本
隆
久

来
年
度
も
「
佐
鳴

湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
細
部
は
わ
か

り
し
だ
い
本
紙
面
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
隊

友
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

浜
松
支
部
規
約
第

６
条
に
よ
り
、
年
活

動
会
費
が
２
年
間
未

納
の
会
員
に
つ
い
て

は
、
本
紙
の
配
布
を

も
っ
て
、
浜
松
支
部

か
ら
の
退
会
手
続
き

を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
た
退
会
手
続
き

が
完
了
し
て
も
、
入

会
金
の
必
要
が
無
く

再
入
会
は
で
き
ま
す

の
で
お
近
く
の
役
員

ま
た
は
担
当
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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浜松支部理念

互 助
奉 仕
協 力

建
国
記
念
奉
祝
式
典
が
開
催

浜
松
支
部
が
貢
献

佐
鳴
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦

じ
い
じ
、
ば
あ
ば
の
小
旅
行

書
道
ク
ラ
ブ
の
じ
い
じ
、
ば
あ
ば
が
新
居
町
の
牡
蠣
小
屋
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
毎
年
1
月
か
ら
3
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
開
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
6
年
が
経
つ
そ
う
で
す
。
行
っ
て
見
た
い
、
味
わ
っ

て
み
た
い
と
思
い
つ
つ
中
々
行
く
決
心
が
つ
か
ず
も
ん
も
ん
と
し
た

気
持
ち
で
い
た
所
、
書
道
ク
ラ
ブ
の
ひ
と
り
か
ら
新
居
の
牡
蠣
小
屋

の
話
が
出
て
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ぼ
く
も
わ
た
し
も
と
同

じ
思
い
の
じ
い
じ
、
ば
あ
ば
で
行
く
こ
と
が
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
決
ま

り
2
月
16
日
金
曜
日
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
網
の
上
の
焼
き
牡
蠣
に

舌
鼓
を
打
ち
磯
の
香
り
と
旬
の
味
を
思
い
っ
き
り
ほ
う
ば
っ
て
来
ま

し
た
。
千
円
プ
ラ
ス
消
費
税
で
4
個
の
焼
き
牡
蠣
が
楽
し
め
ま
す
。

個
人
的
に
は
「
後
、
4
個
位
食
べ
た
か
っ
た
な
～
」
と
思
う
く
ら
い

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
思
っ
て
い
る
こ
と
を
誰
か
に
話
す
こ
と
で
何

か
の
決
心
が
付
き
す
。
我
々
じ
い
じ
、
ば
あ
ば
の
人
生
も
限
ら
れ
て

ま
す
。
牡
蠣
小
屋
に
限
ら
ず
思
い
立
っ
た
ら
誰
か
に
話
し
気
の
会
っ

た
仲
間
と
出
か
け
て
み
て
は
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
・
・
・
。
き
っ

と
楽
し
い
ひ
と
時
が
過
ご
せ
ま
す
。
参
加
者
（
敬
称
省
略
）
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。
有
田
高
明
、
池
武
彦
、
松
山
豊
さ
ん
の
奥
さ
ん
、

山
口
芳
則
。

記
事
内
容
は
隊
友
の
近

況
や
趣
味
、
俳
句
、
写
真
、

絵
、
マ
ン
ガ
、
な
ど
隊
友

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

記
事
は
お
近
く
の
役
員

ま
た
は
新
聞
編
集
担
当
に

お
渡
し
下
さ
る
か
、
メ
ー

ル
に
て
送
信
し
て
下
さ
い
。

記
事
募
集

重
要
な
お
知
ら
せ

浜松支部では、支部の行事、会員の入院、訃報などの情報を早急にお知らせするた

めに、メールアドレスをお持ちの方は下記の浜松支部のメールアドレスに登録の氏

名等を記載してメールの送信をお願い致します。

taiyukai.hamamatsu@gmail.com

メールアドレスの登録のお願い

講演中の野口 健 氏

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

式辞を述べられる浜松市建建国記念の奉祝運営委員会会長中山正邦氏演奏中の聖隷クリストファー中学・高等学校吹奏楽部
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編

集

後

記

４月～６月の行事予定 支 部 の 会 勢

◎一水会：４月４日、５月９日、６月６日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

◎浜松基地観桜会：４月９日

１７：１０～

◎県隊友会総会：５月

数字で見る支部活動

★実勢会員数：５４４名

正会員：５０５名

特別会員： ３９名

★「隊友はままつ」発行部数：８００部

手配り：３０８部

メール便：２３４部

基地内配布：１７０部

その他：８８部

会
員
記
章
及
び
支
部
帽
子
の
販
売

支
部
で
は
行
事
等
の
活
動
の
場
に
お
い
て
会
員
記
章

の
着
用
、
支
部
帽
子
の
着
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
担
当
者
ま
た
は
お
近
く
の
役
員
等
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

価格 １，０００円
価格 ２，０００

販売担当

会計 村上

TEL 438-2214

防

衛

豆

知

識

会
員
の
高
齢
化
、
ま
た

新
入
会
員
が
少
な
く
支
部

会
員
が
左
記
の
グ
ラ
フ
の

と
お
り
減
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
自
衛
隊
を
退
職
予

定
の
方
、
自
宅
近
く
で
会

員
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い

方
、
ま
た
は
知
人
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
隊
友
会

へ
の
入
会
勧
誘
を
お
願
い

し
ま
す
。

会
員
募
集

記事募集

編
集
長
走
る

い
ず
も
型
護
衛
艦
の
1
番
艦
。
艦
名
は
令

制
国
の
出
雲
国
に
由
来
し
、
旧
海
軍
の
出

雲
型
装
甲
巡
洋
艦
「
出
雲
」
に
続
き
日
本

の
艦
艇
と
し
て
は
二
代
目
、
海
上
自
衛
隊

の
護
衛
艦
と
し
て
は
初
代
で
あ
る
。
艦
内

神
社
は
出
雲
大
社
。
太
平
洋
戦
争
期
に
竣

工
し
た
航
空
母
艦
で
あ
る
蒼
龍
を
若
干
な

が
ら
上
回
る
規
模
と
排
水
量
を
有
し
現
在
、

2
番
艦
の
「
か
が
」
と
共
に
海
上
自
衛
隊

史
上
最
大
の
自
衛
艦
で
あ
る
。
熊
本
地
震

に
よ
り
就
役
後
、
初
と
な
る
災
害
派
遣
任

務
に
あ
た
っ
た
。
首
相
は
「
拡
張
性
に
つ

い
て
様
々
な
検
討
を
行
う
こ
と
は
当
然
の

こ
と
だ
」
と
述
べ
空
母
に
改
修
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
だ
。
空
母
で
は
戦
闘
機
「
Ｆ

35
Ｂ
」
の
運
用
を
想
定
し
、
有
事
の
際
に

日
本
国
内
の
滑
走
路
が
破
壊
さ
れ
、
戦
闘

機
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
備
え
る

ほ
か
、
中
国
が
活
動
を
強
め
る
南
西
諸
島

周
辺
の
守
り
を
強
化
す
る
狙
い
が
あ
る
。

第
12
回
東
京
マ
ラ
ソ
ン
が
２
月

25
日
に
開
催
さ
れ
た
。
第
３
回
大
会

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
10
回
目

の
エ
ン
ト
リ
ー
で
12
倍
の
抽
選
に
大

当
た
り
で
初
参
加
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
10
ｋ
ｍ
、
５
ｋ
ｍ
の
浜
松

近
辺
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
こ
の
時

期
は
月
１
ペ
ー
ス
で
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
10
年
ぶ
り

で
完
走
で
き
る
か
心
配
し
て
ま
し
た

が
、
日
頃
の
走
り
込
み
と
沿
道
の
盛

大
な
応
援
、
十
分
な
給
水
ポ
イ
ン
ト

と
バ
ナ
ナ
な
ど
の
給
食
ポ
イ
ン
ト
で

無
事
に
完
走
し
、
成
績
も
自
分
で
は

満
足
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
走
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
抽

選
が
当
た
る
と
い
い
の
で
す
が
・
・
・
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隊
友
の
訃
報

隊
友
を
は
じ
め
多
数
の

Ｏ
Ｂ
が
参
列
、
浜
松
航
空

隊
歌
を
合
唱
し
て
野
辺
の

の
送
り
を
行
っ
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

中
田
正
良

隊
友

（
元
空
自

教
整
隊
）

平
成
30
年
２
月ご

逝
去

２
月
17
日

通
夜

２
月
18
日

渡
邉
好
貞

隊
友

（
元
空
自

一
空
団
）

平
成
30
年
２
月
11
日

ご
逝
去

家
族
葬

久
保
健
一

隊
友

（
元
空
自

教
集
司
）

平
成
30
年
２
月
27
日

ご
逝
去

３
月
１
日

通
夜

３
月
２
日

い
ず
も

（
護
衛
艦
）

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
、
昨
年
の
流
行
語
大

賞
に
輝
い
た
言
葉
で
す
が
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
使
っ
て
い
る
と
、
イ
ン
ス
タ
映
え
が
簡

単
に
で
き
る
ス
マ
ホ
用
の
ア
プ
リ
や
簡
単
に

き
れ
い
な
写
真
に
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

な
ど
を
使
っ
て
、
風
景
や
食
べ
物
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
写
真
を
撮
る
た
び
に
、
イ
ン
ス
タ
映

え
を
意
識
す
る
毎
日
で
す
が
、
自
撮
り
だ
け

は
イ
ン
ス
タ
映
え
し
な
い
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。

勇

二
徳

隊
友

（
元
空
自

一
術
校
）

平
成
30
年
２
月
25
日

ご
逝
去

家
族
葬


